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ごあいさつ 
主催あいさつ （環境省） 

環境省では、福島の復興に向けて除染、中間貯蔵の整備、廃棄物の処理等を進めています。

地域の皆様、地元自治体、企業などの努力もあり、まだ道半ばではありますが、着実に復興

が進んでいます。本当に御礼を申し上げたいと存じます。 

環境省として福島の再生を進めながら、「福島再生・未来志向プロジェクト」を 2018 年

8 月から立ち上げ、脱炭素社会に向けた取り組み、資源循環への取組み、国立公園等を踏ま

えた自然との共生などに取り組み始めました。福島の未来に向けた発展に、協力をしていき

たいと思っています。 

今回、シンポジウムを開催し、地域でどういったことが現に行われているのか、どういっ

たことがこれから進んでいくのか、といった情報を共有する機会にしたいと存じます。 

今回の取り組みは今年が第１回目でございまして、来年以降も着実にやっていきながら、

一歩ずつ政策を重ね、具体化を目指したいと考えております。またその時には、福島県、あ

るいは各関係機関が協力して取り組んでいきたいと考えているところでございます。 

（第１回シンポジウム開会挨拶より） 

 

共催あいさつ （福島県） 

東日本大震災から８年３カ月が経過いたしました。この間、皆様をはじめ、国内外からの

温かいご支援により、インフラや新たな拠点施設の整備、ふるさとへの帰還へ向けた動きな

ど、本県は着実に復興への歩みを進めております。そのような中、昨年８月、本プロジェク

トが始動し、これまでの環境再生の取り組みに加え、福島復興の新たなステージに向けた未

来志向の取り組みが推進されておりますことは、復興への歩みをより確かなものとし、復興

をさらに前に進めていく上で大変意義深いことであります。 

福島県では、本年４月、本プロジェクトの１つとして、環境省と共同でふくしまグリーン

復興構想を策定したところであり、国立・国定公園の魅力向上や自然公園間を広域的に周遊

する仕組みづくりなどを通じ、公園利用者数の回復、交流人口の拡大を図り、美しい自然環

境に包まれた福島の復興を進めています。 

本シンポジウムを契機として、プロジェクトに関する議論が深まるとともに、より多くの

方々の参画が進み、プロジェクトがさらに発展し、本県の復興の加速化につながっていくこ

とをご期待申し上げます。 

（第１回シンポジウム開会挨拶より） 
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